
史
料
館
講
座
講
演
録
に
つ
い
て

生
　
田
　
享
　
子

史料館講座講演録にっいて

　
こ
こ
に
活
字
化
し
た
講
演
録
は
、
辻
邦
生
氏
の
「
歴
史
小
説
と
歴
史
資
料
1
『
西
行
花
伝
』
を
中
心
と
し
て
」
（
一
九
九
五
年
七
月
六

日
）
と
、
辻
佐
保
子
氏
の
「
辻
邦
生
展
記
念
講
演
」
（
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
七
日
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
学
習
院
大
学
史
料
館
が

年
三
回
開
催
し
て
い
る
無
料
の
市
民
向
け
公
開
講
座
「
史
料
館
講
座
」
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
開
催
当
初
よ
り
活
字
化
を
望
む

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
二
〇
〇
四
年
に
当
館
で
「
辻
邦
生
展
」
を
開
催
し
た
際
、
会
場
で
は
［
ア
ル
バ
ム
か
ら
］
と
題
し
た
辻
邦
生
氏
の
写
真
（
幼
少
時
～

デ
カ
ル
ト
街
記
念
プ
レ
ー
ト
）
と
と
も
に
、
辻
邦
生
氏
の
講
演
会
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
上
映
し
、
辻
佐
保
子
氏
に
は
展
覧
会
の
出
展

作
品
に
関
連
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
二
つ
の
講
演
録
を
ご
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
辻
邦
生
氏
と
当
館
と
の
関
係
、
資
料
、
展

覧
会
に
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
加
え
た
い
。
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『
西
行
花
伝
』
『
背
教
者
ユ
リ
ア
ヌ
ス
』
な
ど
の
歴
史
小
説
や
、
朝
日
新
聞
で
の
連
載
小
説
『
雲
の
宴
』
で
知
ら
れ
る
作
家
辻
邦
生
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

は
、
文
学
部
教
授
と
し
て
の
一
五
年
間
を
含
め
約
三
五
年
の
間
、
学
習
院
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
当
館
で
は
昭

和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
以
降
、
継
続
的
に
辻
邦
生
氏
か
ら
執
筆
に
関
わ
る
資
料
の
寄
託
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。　

資
料
は
、
自
筆
原
稿
・
創
作
ノ
ー
ト
・
日
記
・
書
簡
・
著
書
な
ど
約
二
万
件
か
ら
な
り
、
整
理
、
保
存
処
置
を
加
え
て
い
る
。

　
著
書
は
、
単
行
本
、
文
庫
本
、
特
装
本
、
教
科
書
、
新
聞
、
雑
誌
、
映
画
・
演
劇
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
、
収
録
作
品
．
初
出
．
発
行

年
・
出
版
社
な
ど
を
記
載
し
た
書
誌
目
録
（
表
1
）
を
作
成
し
た
上
で
、
専
用
の
書
架
に
五
十
音
順
に
並
べ
て
い
る
。
ま
た
、
辻
邦
生

氏
の
全
作
品
を
網
羅
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
表
2
）
を
作
成
中
で
あ
り
、
著
作
だ
け
で
は
な
く
評
論
家
に
よ
る
書
評
も
こ
こ
に
加
え
る
予

定
で
あ
る
。

　
著
書
以
外
の
資
料
は
、
劣
化
を
防
ぐ
た
め
ク
リ
ッ
プ
・
ホ
チ
キ
ス
を
外
し
、
保
存
ホ
ル
ダ
ー
や
中
性
紙
封
筒
・
中
性
紙
箱
に
収
納
し
て

い
る
。
現
在
、
目
録
作
成
の
た
め
の
仮
整
理
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
多
角
的
か
つ
横
断
的
に
検
索
で
き
る
よ
う
、

目
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
（
表
3
）
を
進
め
て
い
る
。

資
料
目
録
の
情
報
と
し
て
立
て
て
い
る
項
目
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
箱
番
号
一
受
入
順
に
箱
に
付
与
し
た
番
号
。

②
整
理
番
号
　
箱
ご
と
に
資
料
に
付
与
し
た
番
号
。

③
受
入
年
月
日
　
資
料
受
入
の
年
月
日
。

④
資
料
群
一
資
料
が
関
係
す
る
作
品
・
著
書
の
題
名
。
複
数
あ
る
と
き
は
／
で
区
切
っ
て
併
記
。

作
品
名
が
改
題
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
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改
題
後
の
作
品
名
を
（
改
題
目
　
　
）
と
し
て
補
う
。

⑤
資
料
一
資
料
名
。
資
料
の
原
表
題
を
採
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
「
今
日
の
視
角
」
等
の
よ
う
に
シ
リ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
を
有
し
て

　
い
る
場
合
は
、
原
表
題
に
関
わ
ら
ず
／
で
区
切
っ
て
シ
リ
ー
ズ
名
を
補
足
。
原
表
題
だ
け
で
は
内
容
が
不
明
瞭
な
資
料
、
原
表
題
が

　
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
（
　
）
で
内
容
表
題
を
、
そ
れ
も
困
難
な
場
合
は
《
　
》
で
頭
書
き
、
あ
る
い
は
【
　
　
】
で
キ
ー

　
ワ
ー
ド
と
な
る
語
句
を
採
る
。
紙
背
は
裏
面
と
判
断
さ
れ
る
方
に
＊
印
を
付
し
て
区
別
。

⑥
掲
載
書
誌
一
原
稿
・
校
正
刷
が
掲
載
さ
れ
た
書
籍
・
雑
誌
名
。
複
数
あ
る
と
き
は
／
で
区
切
っ
て
併
記
。

⑦
所
収
原
稿
　
資
料
に
所
収
さ
れ
る
著
作
情
報
。

⑧
年
代
　
資
料
に
記
さ
れ
た
作
成
年
月
日
を
表
記
し
、
推
定
は
（
　
）
で
補
足
。
元
号
は
西
暦
に
直
す
。

⑨
作
成
・
受
取
一
資
料
の
表
記
を
採
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
推
定
で
き
る
場
合
は
（
　
）
で
補
足
。
但
し
、
創
作
ノ
ー
ト
・
原
稿
等

　
は
辻
邦
生
氏
作
成
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
表
記
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
（
　
）
書
き
に
は
し
て
い
な
い
。

⑩
種
別
一
資
料
を
以
下
に
分
類
。
日
記
、
創
作
ノ
ー
ト
、
手
帖
、
執
筆
資
料
、
関
連
資
料
、
原
稿
、
校
正
刷
、
掲
載
書
誌
、
ア
ル
バ
ム
、

　
写
真
、
評
論
等
。

⑪
既
発
表
／
未
発
表
一
活
字
化
の
有
無
。

⑫
形
態
一
原
稿
用
紙
、
用
紙
、
冊
子
、
新
聞
、
新
聞
切
抜
、
葉
書
、
封
筒
、
書
簡
等
。

⑬
点
数
一
一
個
体
を
一
点
と
し
、
貼
り
合
せ
て
あ
る
も
の
も
一
点
と
数
え
る
。
紙
背
資
料
は
（
　
）
書
き
し
、
二
枚
貼
り
合
せ
て
あ

　
る
も
の
を
別
個
に
扱
う
場
合
は
（
％
）
と
す
る
。

⑭
備
考
　
数
量
の
内
訳
、
辻
邦
生
氏
に
よ
る
書
き
入
れ
の
有
無
、
資
料
の
状
態
等
。
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整
理
す
る
上
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
資
料
の
受
入
順
に
箱
番
号
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
辻
佐
保
子
氏
が
講
演
録
の

中
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
辻
邦
生
氏
自
身
が
資
料
を
分
類
、
箱
詰
め
し
た
上
で
、
当
館
に
運
び
込
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
。

　
当
館
で
は
、
辻
邦
生
氏
か
ら
寄
託
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
資
料
を
「
辻
邦
生
関
係
資
料
」
と
名
付
け
、
安
全
な
保
管
と
運
営
に
関
わ
る
問

題
点
を
協
議
し
、
資
料
を
活
用
し
て
文
学
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
学
外
委
員
・
学
内
委
員
・
史
料
館
委
員

か
ら
構
成
さ
れ
る
「
辻
邦
生
関
係
資
料
　
管
理
・
運
営
の
た
め
の
小
委
員
会
」
を
設
立
し
た
。
外
部
機
関
か
ら
の
資
料
の
閲
覧
や
利
用

申
請
に
対
し
て
は
、
資
料
利
用
内
規
に
基
づ
き
小
委
員
会
で
協
議
・
承
認
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
三
月
現
在
で
の
委
員
会
構
成
は

次
の
通
り
で
あ
る
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）
。

　
学
外
委
員
…
菅
野
昭
正
　
高
橋
英
夫
　
辻
佐
保
子

　
学
内
委
員
…
中
条
省
平
　
堀
内
ゆ
か
り

　
史
料
館
委
員
…
神
田
龍
身
（
館
長
）
　
野
尻
泰
弘
（
助
手
）
　
生
田
享
子
（
担
当
学
芸
員
）
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最
後
に
、
記
念
講
演
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
「
辻
邦
生
展
」
の
構
成
と
主
な
出
品
資
料
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

1
　
書
く
こ
と
　
教
え
る
こ
と

・
学
習
院
大
学
教
務
関
係
行
事
予
定
表
（
一
九
六
二
年
九
月
～
一
二
月
）

　
　
授
業
に
関
す
る
メ
モ
と
と
も
に
作
品
の
執
筆
計
画
も
書
き
加
え
ら
れ
、
当
時
の
多
忙
な
日
常
を
窺
わ
せ
る
資
料
。
九
月
一
五
日
の

　
　
欄
外
に
は
「
宗
吉
」
（
北
杜
夫
氏
）
の
名
前
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
学
習
院
大
学
で
の
講
義
一
覧

　
　
講
演
録
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
北
村
真
澄
氏
作
成
の
講
義
題
目
リ
ス
ト
。
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H
　
作
品
が
で
き
る
ま
で
ー
「
春
の
戴
冠
」
を
題
材
と
し
て

・
「
春
の
戴
冠
」
執
筆
資
料

　
　
『
↓
＝
国
閃
い
○
菊
国
2
↓
H
Z
国
力
国
Z
≧
ω
o
っ
＞
Z
O
国
』
O
国
〉
勺
目
国
力
1
3
・
1
4
。
余
白
に
は
執
筆
の
た
め
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。

・
「
春
の
戴
冠
」
創
作
ノ
ー
ト

　
　
登
場
人
物
の
設
定
や
プ
ロ
ッ
ト
な
ど
と
と
も
に
、
作
品
の
テ
ー
マ
が
図
式
化
さ
れ
て
い
る
。

・
「
春
の
戴
冠
」
下
書
き

　
　
第
一
章
部
分
の
下
書
き
で
、
実
際
の
作
品
で
は
こ
の
部
分
が
さ
ら
に
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

皿
　
書
く
中
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の

・
「
…
樹
の
声
　
海
の
声
」
執
筆
資
料

　
　
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
マ
リ
ア
・
ユ
リ
・
ホ
エ
ッ
カ
夫
人
の
書
簡
。
余
白
に
は
夫
人
の
肖
像
画
を
描
い
て
い
る
有
島
生
馬
の

　
　
文
字
が
読
め
る
。

・
「
嵯
峨
野
明
月
記
」
執
筆
資
料

　
　
様
々
な
資
料
を
も
と
に
自
作
さ
れ
た
年
表
。
出
版
社
の
用
箋
を
何
枚
も
継
ぎ
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
構
想
が
次
々
と
広
が
っ

　
　
て
い
っ
た
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

・
創
作
ノ
ー
ト

　
　
小
説
手
法
を
研
究
し
た
ノ
ー
ト
。
ラ
ブ
レ
i
、
モ
リ
エ
ー
ル
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
等
の
作
品
の
登
場
人
物
や
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
、

　
　
図
式
化
を
試
み
て
い
る
。

・
手
帳
（
一
九
五
九
～
一
九
六
二
）
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手
帳
に
書
き
入
れ
た
初
期
創
作
ノ
ー
ト
。
「
私
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
着
想
や
主
題
を
小
型
の
手
帳
に
書
き
込
む
」
と
い
う
辻
邦

　
　
　
生
氏
の
創
作
の
源
。
［
背
教
者
ユ
リ
ア
ヌ
ス
］
［
夜
］
等
、
後
に
作
品
化
さ
れ
た
小
説
の
タ
イ
ト
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
W
　
書
く
こ
と
　
描
く
こ
と

　
・
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
（
一
九
五
七
年
九
月
～
一
〇
月
）

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
政
府
保
護
留
学
生
と
し
て
初
め
て
渡
航
し
た
時
の
も
の
。
香
港
、
マ
ニ
ラ
、
サ
イ
ゴ
ン
、
コ
ロ
ン
ボ
等
の
寄
港
先
の
様

　
　
　
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
・
手
帳
（
一
九
五
九
年
八
月
～
九
月
／
一
九
五
九
年
九
月
／
一
九
八
七
年
七
月
）

　
　
　
ギ
リ
シ
ャ
、
シ
シ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
時
の
手
帳
。
各
地
で
の
デ
ッ
サ
ン
、
日
記
、
創
作
メ
モ
等
、
様
々
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
教
員
の
似
顔
絵

　
　
　
「
草
の
花
」
や
「
愛
の
試
み
」
で
知
ら
れ
る
作
家
福
永
武
彦
氏
の
似
顔
絵
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
に
学
習
院
大
学
で
教

　
　
　
鞭
を
執
っ
て
い
た
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
V
　
作
品
の
数
々

　
代
表
的
な
作
品
を
［
小
説
］
［
歴
史
小
説
］
［
新
聞
連
載
小
説
］
［
小
説
論
］
［
エ
ッ
セ
イ
・
対
談
］
［
映
画
評
・
音
楽
評
・
絵
画
評
］
［
童

話
］
［
シ
リ
ー
ズ
］
［
全
集
］
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
陳
列
展
示
し
た
。

　
W
　
映
像
コ
ー
ナ
ー

　
・
辻
邦
生
氏
講
演
「
歴
史
小
説
と
歴
史
資
料
1
『
西
行
花
伝
』
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　
二
時
間
の
講
演
を
一
五
分
に
編
集
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
た
め
、
講
演
全
体
の
主
旨
が
わ
か
る
よ
う
内
容
を
抜
粋
し
た
補
助
資

　
　
　
料
を
配
布
し
た
。
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雛

展示風景（作品の数々）

　　コ

摂

約
五
◎
枚
の
写
真
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し
た
。

展示風景〔映像コーナー）
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初出書誌 再録書誌 出版社 発行年月日 総頁数 備考

「亡命者たち」～「海の

「亡命者たち」～ むこうからの手紙」：

「海のむこうから 『ある生涯の七っの場

の手紙」：『海』 所1霧の聖マリ』仲
1974年1月号～ 公文庫、1992年2月10 中央公論社 1975年2月28日 305

1974年12月号、 日）／「辻邦生全集5
「あとがき」：書き ある生涯の七っの場所

下ろし 1・2・3』（新潮社、

2004年10月25日）

翻訳原題：
Christophe　Bataille

訳し下ろし 集英社 1995年5月31日 142 『ANNAM』（Les　Edi・

tions　Arl白a，　Paris
1993）

『樹の声海の声（上）・

「朝日ジャーナル』
P978年ll月3日号～1981年12月5日

（中）・（下）』（朝日新聞

ﾐ、1982年4月20日・5

獅Q0日・6月20日）／
w樹の声海の声1～6』

i朝日文庫、1985年8月

Q0日・9月20日・10月

Q0日・ll月30日・12月

朝日新聞社 1983年4月15日 1140

限定350部の内1番、2

ﾔ紙製夫婦箱、布張
ｷ込函入付：小泉淳
?Iリジナル銅版画
u桜」2番本は本体の
ﾝ

30日・1986年1月20日）

「ある航跡を追って」：

書き下ろし
『時刻のなかの肖像」

i新潮社、1991年5月
イザラ書房 1980年12月31日 66 帯推薦文

20日）

『週刊新潮』2000

年2月17日号～2月 新潮社 2000年12月20日 187 評論（作家論）

24日号

＝改題「先生とプラト

ンと索引と」：『森有正

「プラトン全集別

ｪ総索引』月報
i岩波書店、1978

N1月27日）

感覚のめざすもの』
i筑摩書房、1980年12

獅P0印／＝改題「先
ｶとプラトンと索引
ﾆ」：『永遠の書架にた

岩波書店 1978年1月27日 731

ちて』（新潮社、1990

年7月25日）

東京書籍 1999年2月10日 335 一部引用

「展望』1968年1月

?`2月号

『THE　SIGNORE』（講

k社インターナショナ

求A1996年）

講談社インターナショナル

1989年12月 197
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史料館講座講演録について

　　表1書誌目録

聖
共著　・

ﾒ者・原著者 著作情報 シサーズ名 書名 収録作品名 掲載頁
日 （先頭1名）

「亡命者たち」、「雪の

前雪のあと」、「女た
ちの館」、「落ち葉のな

か」、「霧の聖マリ」、

あ 著者：辻邦生 著 ある生涯の
ｵっの場所1

霧の聖マリ

「北海のほとり」、「ロ

Uリーという女」、「坂

ﾌ下の家」、「鉄橋」、

「帰ってきた人」、「燕

のくる町」、「海のむご

うからの手紙」、「あと

がき」

あ

著者：クリスト

t・バタイユ、

�ﾒ：辻邦生

著 安南・愛の

､国

①「安南一愛の王国」

A「愛と情念の寺院一
�焉v

①7－124②
P25－142

樹の声　海
き 著者：辻邦生 著 の声　限定 「樹の声海の声」

版

サーカムナ
さ 著者：池澤夏樹 帯推薦著 ヴィゲーシ 「ある航跡を追って」 帯

ヨン

は 著者：久世光彦 （評論） 薔薇に溺れ

ﾄ
久世光彦「のちの思い

ﾉ」
124－127

ふ 編者：藤沢令夫 月報著
プラトン全

W別巻
総索引

「『プラトン総索引』の

?ﾍ」
月報5－7

ん 編者：吉田熈他 （引用） 教材 新編国語1
「海の中に母がいる」
i一部引用）

llO－ll4

原著者：辻邦生

T
訳者：

rTEPHEN
（翻訳本）

THE
rIGNORE

英語訳「安土往還記」

SYNDER

325



再録書誌

「辻邦生作品全六巻1』（河出書房新社、1972年ll月30日）／「秋の朝　光のなかで』
i筑摩書房、1976年8月20日）／「見知らぬ町にて」（新潮文庫、1977年7月30日）／「辻
M生全短篇』（中央公論社、1978年10月5日）／「辻邦生全短篇2」（中公文庫、1986年
U月10日）／『辻邦生精選短編シリーズ3　遠い園生』（阿部出版、1990年11月30日）／
u遠い園生　限定版』（鶴声居、1974年9月15日）／『辻邦生全集8』（新潮社、2005年1
獅Q5日）

u城・夜」（河出書房新社、1969年2月28日）／「辻邦生集　新鋭作家叢書』（河出書房
V社、1971年ll月30日）／「異邦にて』（角川文庫、1972年8月30日）／『辻邦生作品全
Z巻1』（河出書房新社、1972年11月30日）／「サラマンカの手帖から』（新潮文庫、
P975年10月30日）／『城・夜』（河出文藝選書、1977年8月15日）／「辻邦生全短篇』
i中央公論社、1978年10月5日）／『辻邦生全短篇1」（中公文庫、1986年4月10日）／
w辻邦生精選短篇シリーズ3　遠い園生」（阿部出版、1990年11月30日）／「城・ある
枢ﾊ』（講談社文芸文庫、2003年2月10日）／「辻邦生全集2』（新潮社、2004年7月25
冝j

『辻邦生第1エッセー集1961～1970　海辺の墓地から』（新潮社、1974年1月10日）／
w外国文学の愉しみ』（レグルス文庫、1998年7月13日〉

サマーセット・モーム編「世界100物語⑧〔人生の観察〕』（河出書房新社、1997年5
獅Q0日）

『小説への序章」（河出書房新社、1968年2月1日）／「辻邦生作品全六巻6』（河出書房
V社、1973年6月3日）／「小説への序章』（河出藝術選書、1976年3月25日）／「小説へ
ﾌ序章」（中公文庫、1979年3月10日）／「辻邦生全集15」（新潮社、2005年8月25日）

＝改題「内面への転回」’「小説への序章』（河出書房新社、1968年2月1日）／『辻
M生作品全六巻6』（河出書房新社、1973年6月3日）／「小説への序章』（河出藝術選
早A1976年3月25日）／「小説への序章」（中公文庫、1979年3月10日）／『辻邦生全集
P5』（新潮社、2005年8月25日）

「辻邦生第1エッセー集1961～1970　海辺の墓地から』（新潮社、1974年1月10日）

「異国から」（晶文社、1968年8月30日）／「辻邦生作品全六巻1」（河出書房新社、
P972年11月30日）／「見知らぬ町にて』（新潮文庫、1977年7月30日）／『辻邦生全短
ﾑ』（中央公論社、1978年10月5日）／「辻邦生全短篇1』（中公文庫、1986年4月10日）
^『辻邦生精選短篇シリーズ2　シャルトル幻想』（阿部出版、1990年9月10日）／「辻
M生全集2」（新潮社、2004年7月25日）

「辻邦生第1エッセー集1961～1970　海辺の墓地から』（新潮社、1974年1月10日）／
c村隆一編『楽しみと冒険4　この金色の不定型な液体』（新潮社、1979年8月20日）
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表2作品目録

初出年月日 作品名 初出誌

1935年 「春の景色」 「赤坂小学校文集』創刊号

1936年 「年始廻り」 『赤坂小学校文集』4号

1937年 「綴方の時間」 「赤坂小学校文集』6号

1940年5月28日 「初夏」
『ますらを』（日本大学第三中学
Z文藝部、1940年5月28日）

1941年1月20日 「窓より」
『ますらを』13号（日本大学第
O中学校、1941年1月20日）

1944年10月 「月光と幻想」
「松本高校寮劇台本　月光と幻
z』（1944年10月）

1945年8月10日

P961年9月旧

「遠い園生」

u城」

『思誠』23号（松本高校思誠寮、
P945年8月10日）

w近代文學＝近代文学』1961年9
詩

1961年9月15日
「フランス文学のなかのロシアの
轣v

サマセット・モーム編『世界文
w100選5』月報（河出書房新
ﾐ、1961年9月15日）

1961年9月15日
「ネミロフスキイ　『舞踏会』」　（翻

�j

サマセット・モーム編『世界文
w100選5』（河出書房新社、
P961年9月15日）

1961年10月1日 「神々の死の後に」
「近代文學＝近代文学』1961年
P0月号

1961年11月1日
「小説への回転（改題＝内面への
]回）」

「近代文學＝近代文学』1961年
撃戟E12月合併号

1961年12月 「時間という耕地について」
「学習院大学新聞』（1961年12
氏j

1962年1月1日 「影」
『近代文學＝近代文学』1962年1
詩

1962年2月 「ロマネスクとワイン」 『嗜好』（1962年2月）
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年代 差出・作成 受取・宛先 種別
既発表／

｢発表
形態 点数 備考

辻邦生 原稿 既発表 原稿用紙 2 原稿表題無

辻邦生 原稿 既発表 用紙 1 FAX

辻邦生 原稿 未発表 原稿用紙 2
『信濃毎日新聞」1997

N11月21日夕刊「血に

ﾊれた古代遺跡」分

辻邦生 原稿 未発表 原稿用紙 2
『信濃毎日新聞」1997

N12月12日夕刊「オペ

煙?黷ﾌ嬉しさ」分

掲載書誌コ

sー
用紙 1

磯崎新・愛子氏宛連絡

送L掲載文中に磯崎
≠ﾉっいての記載有

1995年ll月30日

信濃毎日新聞

結梹x社報道

泊搏c正昭

辻邦生 書簡 用紙 1

FAX　本文より受取
ｴ稿は1995年12月1日
[刊掲載「ヘーゲル流

sの実体」と推定

辻邦生 原稿 既発表 原稿用紙 4

辻邦生 創作ノート 未発表 用紙断片 3

70箱36番、37番、38番

?w『世界美術大全
W15』月報掲載

辻邦生 原稿 未発表 用紙断片 （1） 70箱35番Pl紙背

辻邦生 原稿 未発表 用紙断片 （1）
70箱35番P2紙背　原

e表題無

辻邦生 原稿 未発表 用紙断片 （1） 70箱35番P3紙背原
e表題無
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表3資料目録

箱番 整理

ﾔ号
受入年月日 資料群 資料 掲載書誌 所収原稿

；改題　「少年たちの

7
0
28 1998．3．24

今日の視角／辻

M生が見た20世

I
「今日の視角／俵題

ｳ）」自筆原稿

声」：『信濃毎日新聞』

P998年3月20日夕刊／『辻

M生が見た20世紀』
i信濃毎日新聞社、
2000年7月29日）

70 29 1998．3．24

今日の視角／辻

M生が見た20世

I

「今日の視角／小説

u三四郎」のなっか

ｵさ」ワープロ自筆

ｴ稿

『信濃毎日新聞」1998年ll

獅Q8日夕刊／「辻邦生が

ｩた20世紀」（信濃毎日

V聞社、2000年7月29日）

「今日の視角／血に
7
0
30 1998，3．24 今日の視角 ぬれたピラミッド」

原稿

「今日の視角／東京

70 31 1998，3．24 今日の視角 オペラシティの味」

原稿

70 32 1998．3．24 今日の視角

『信濃毎日新聞」

P997年6月6日夕刊部

ｪコピー

「今日の視角／現

繻囃zの方向」

書簡（「今日の視角」

70 3
3
1998．3．24 今日の視角 原稿受取の礼、退院

祝い）

＝改題「中村眞一郎氏の

70 34 1998．3．24

中村眞一郎氏の

vい出／海峡の

ｶ

「わが師中村眞一郎」

ｩ筆原稿

思い出」：「信濃毎日新

ｷ』1997年夏2月31日朝刊

^「海峡の霧』（新潮社、

2001年6月30日）

70 3
5
1998，3．24

世界美術の廻廊

ｩら

「世界美術の廻廊か

轤P5プーサンとセ
Uンヌ」創作ノート

＊「人間が幸福であ

人間が幸福であ ること一人生にっい

70 3
6
1998，3．24

ること一人生に

ﾁいての281の

ての281の断章一』

?ｶ「はじめに」原

断章一 稿《かなり歪められ

てしまう》

70 37 1998．3．24

人間が幸福であ

驍ｱと一人生に

ﾁいての281の
f章一

＊『人間が幸福であ

驍ｱと一人生にっい

ﾄの281の断章一』

?ｶ「はじめに」原

e《はじめに》

70 38 1998，3．24 （エッセイ〉
＊（装巾貞に関するエ

bセイ）原稿
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